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『ケースブック 日本の企業家』有斐閣、2013 年 3 月

『企業家活動でたどる 日本の食品産業史』文眞堂、2014 年 3 月

『企業家活動にみる 日本のものづくり経営史』文眞堂、2014 年 12 月

論文　（研究ノート、ワーキングペーパーを含む）
「日産財閥形成過程の経営史的考察」『経営史学』第 6 巻第 3 号、経営史学会、1972 年 3 月

「日産財閥成立前史についての一考察（上）」『経営志林』第 9 巻第 3 号、

 法政大学経営学会、1972 年 10 月

「日産財閥成立前史についての一考察（下）」『経営志林』第 9 巻第 4 号、

 法政大学経営学会、1973 年 1 月

「日産財閥の水産部門形成過程（上）」『経営志林』第 10 巻第 2 号、

 法政大学経営学会、1973 年 10 月

「日産財閥の水産部門形成過程（中）」『経営志林』第 10 巻第 3・4 号、
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「日産財閥経営史の一断面」『経営志林』第 13 巻第 13 号、法政大学経営学会、1976 年 10 月

「貝島家の事業経営と鮎川義介の関係について」『エネルギー史研究ノート』第 7 号、

 西日本文化協会、1976 年 10 月
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「新興財閥―日産を中心に―」安岡重明編『日本の財閥』日本経済新聞社、1976 年 10 月

「日産財閥の自動車産業進出について（上）」 『経営志林』 第 13 巻第 4 号、

 法政大学経営学会、1977 年 1 月

「日産財閥の自動車産業進出について（下）」 『経営志林』 第 14 巻 1 号、

 法政大学経営学会、1977 年 4 月

「日産財閥の経営組織（上）」 『経営志林』 第 15 巻第 3 号、法政大学経営学会、1978 年 10 月

「日産財閥の経営組織（下）」 『経営志林』 第 15 巻第 4 号、法政大学経営学会、1979 年 1 月

“Japanese Business and Government in the Interwar Period”（ with Sheishi Nakamura ）
	 in Keiichiro Nakagawa ed., Government and Business, University of Tokyo Press,1980. 3
「鮎川義介と日産コンツェルン」 『私の履歴書 経済人別巻』 日本経済新聞社、1981 年 2 月

“Japan’s Automobile Marketing” in Akio Okochi and Kouichi Shimokawa eds.,
 Development of Mass Marketing, University of Tokyo Press,1981. 7

「自動車製造事業法の制定と外資系企業の対応」 土屋守章・森川英正編

 『企業者活動の史的研究』 日本経済新聞社、 1981 年 11 月

“Historical Development of the Japanese Automobile Industry,1917-1971”
 『経営志林』 第 19 巻第 4 号、法政大学経営学会、 1983 年 1 月

「戦前期の日本自動車産業」『神奈川県史 各論編 （2） 産業・経済』神奈川県、1983 年 3 月

「我が国自動車産業の史的展開」法政大学経営学部編『我が国の自動車産業の展望』　

 法政大学出版局、1983 年 9 月

“The Prewar Japanese Automobile Industry and American Manufacturers”
  in Business History Society of Japan ed., Japanese Yearbook on Business History,Vol2,
 Japan Business History Institute, 1987. 1
「日産コンツェルン」麻島昭一編『財閥金融構造の比較研究』御茶ノ水書房、1987 年 2 月　

「戦前日本の企業経営と外資系企業（上）」 『経営志林』第 24 巻第 1 号、 法政大学経営学会、

1988 年 4 月　

「戦前日本の企業経営と外資系企業（下）」 『経営志林』第 24 巻第 1 号、法政大学経営学会、 
1988 年 7 月　

「貝島財閥経営史の一側面」『福岡県史 近代研究編各論（1）』 福岡県地域史研究所、 1989 年 4 月 
「貝島家の石炭業経営と井上馨」 『経営志林』第 26 巻第 4 号、法政大学経営学会、1990 年 1 月

「筑豊御三家の事業展開に関する覚書」 中川敬一郎編『企業経営の歴史的研究』岩波書店、1990
年 3 月

「日立製作所におけるオーナーと専門経営者」 森川英正編『経営者企業の時代』有斐閣、1991 年

5 月

“The Prewar Japanese Automobile Industry and American Manufacturers” in Mira Wilkins ed., The 
Growth of Multinationals, An Elgar Reference Collection.1991.

“The Move into Manchuria of Nissan Combine” in Business History Society of Japan ed., Japanese 
Yearbook on Business History, Vol.7, Japan Business History Institute,1991. 3

「自動車産業：成長の軌跡」 森川英正編『サラリーマンのための戦後経営史入門』

 日本経済新聞社、 1992 年 9 月

「日立製作所之所有者舆専業經營者」 森川英正編・陳昭威譚『企業經營者的時代』

 中華民國經濟部國際貿易局、1993 年 6 月

「日本自動車産業における品質管理活動」『Working Paper Series』No.36、
 法政大学産業情報センター、1993 年 9 月
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「自動車産業」『通商産業省政策史』第 12 巻、通商産業省、1993 年 12 月

“Owner and Sararied Manager in the Hitachi Engineering Works” 
 in Business History Society of Japan ed., Japanese Yearbook on Business History, VoI.10, 
 Japan Business History Institute,  1995.  3
“The Development of Production Management at the Toyota Motor Coporation in 
 Business History, Frank Cass, Vol.37,No.2,  1995. 4
“The Development of Production Management at the Toyota Motor Coporation” 
 in Etsuo Abe and Robert Fitzgerald eds., The Origins of Japanese Indnstrial Power, Frank Cass, 
 1995. 
「日産自動車におけるトップ・マネジメントと意思決定過程」『慶應経営論集』第 15 巻第 2 号、

 慶應義塾経営管理学会、1998 年 3 月

「財閥における専門経営者―中上川彦次郎と小平浪平―」『Working Paper Series』No.69、
 法政大学産業情報センター、 1998 年 3 月

「重化学工業の産業開拓者―野口遵と森矗昶―」『Working Paper Series』No.70、
 法政大学産業情報センター、 1998 年 3 月

「破綻した企業家活動―金子直吉と松方幸次郎―」『Working Paper Series』No.74、
 法政大学産業情報センター、 1998 年 4 月

「企業と政府」（安部悦生と共著）森川英正・米倉誠一郎編『高度成長を超えて』

 岩波書店、1995 年 12 月

「満業コンツェルンをめぐる国際関係」『グノーシス』Vo1.6、法政大学産業情報センター、 1997 年

3 月

「鮎川義介の産業開拓活動」森川英正・由井常彦編『国際比較・国際関係の経営史』

 名古屋大学出版会、1997 年 12 月

「国産化政策と外資―自動車製造事業法とフォード．GM―」　

 宮本又郎編『日本的経営の生成と発展』有斐閣、1998 年 3 月

「財閥形成者の企業家活動―岩崎弥太郎と安田善次郎―」『Working Paper Series』No.83、　
 法政大学産業情報センター、1999 年 3 月

「満業コンツェルンをめぐる国際関係」『日本史学年次別論文集 近現代 2』
 学術文献刊行会、2000 年 2 月

「藤田伝三郎・久原房之助・鮎川義介の企業家活動」『徳山大学総研レビュー』第 16 号、

 徳山大学総合経済研究所、2000 年 3 月

「本田技研工業  藤沢武夫」 『ベストパートナー』第 12 巻第 4 号、浜銀総合研究所、2000 年 7 月

「大企業形成時代の企業家活動―武藤山治と藤原銀次郎―」『Working Paper Series』No.91、2000
年 11 月

「企業家の群像―経営史」法政大学経営学部・藤村博之・洞口治夫編『現代経営学入門』

 ミネルヴァ書房、2001 年 1 月

“The Move in Manchuria of the Nissan Combine” in Tolliday Steven ed., 
 The Economic Development of Modern Japan, 1968-1945, E.Elgar, 2001. 4
「藤沢武夫 （本田技研工業）」佐々木聡編『戦後の日本企業家史』有斐閣、2001 年 12 月

「戦後型企業集団の形成活動―三菱グループ・石黒俊夫 / 三井グループ・江戸英雄―」　

 『Working Paper Series』No.128、法政大学産業情報センター、2002 年 12 月

「日米自動車産業の国際競争力」湯沢威・鈴木恒夫・橘川武郎・佐々木聡編　

 『国際競争力の経営史』有斐閣、2009 年 3 月



経営志林　第52巻1号　2015年4月　　89

「財閥企業家の失敗―金子直吉と松方幸次郎―」　

 宮本又郎・加護野忠男 / 企業家研究フォーラム編『企業家学のすすめ』有斐閣、2014 年 7 月

資料など
「自動車製造事業法逐条説明」『経営志林』第 39 巻第 4 号、法政大学経営学会、2003 年 1 月

「自動車製造事業法ニ関スル質問予想事項」『グノーシス』VoI.13、
 法政大学産業情報センター、2003 年 3 月

「戦前期日産自動車の事業活動に関するデーターベース―『自動車製造事業法年報』の集計―」

 『イノベーション・マネジメント』No2、法政大学イノベーション・マネジメント研究センター、

2005 年 3 月

「鮎川義介 回想と抱負（稿本 1）」『経営志林』第 42 巻第 1 号、法政大学経営学会、2005 年 4 月

「鮎川義介 回想と抱負（稿本 2）」『経営志林』第 42 巻第 2 号、法政大学経営学会、2005 年 7 月

「鮎川義介 回想と抱負（稿本 3）」『経営志林』第 42 巻第 3 号、法政大学経営学会、2005 年 10 月

「鮎川義介 回想と抱負（稿本 4）」『経営志林』第 42 巻第 4 号、法政大学経営学会、2006 年 1 月

「鮎川義介 回想と抱負（稿本 5）」『経営志林』第 43 巻第 1 号、法政大学経営学会、2006 年 4 月

「前原正憲著『牛尾児（モービル）四十年』（上）」（四宮正親と共編）　

 『Working Paper Series』No.156、法政大学イノベーション・マネジメント研究センター、2014
年 9 月

「前原正憲著『牛尾児（モービル）四十年』（中）」（四宮正親と共編）　

 『Working Paper Series』No.157、法政大学イノベーション・マネジメント研究センター、2014
年 9 月

「前原正憲著『牛尾児（モービル）四十年』（下）」（四宮正親と共編）　

 『Working Paper Series』No.158、法政大学イノベーション・マネジメント研究センター、2014
年 9 月

オーラル・ヒストリー、インタビュー記事、講演記事
｢ 日産グループの生い立ちと発展について」『日産懇話会会報』第 59 号、日産懇話会事務局、

1992 年 2 月

「日産懇話会の生い立ち」『日産懇話会会報』第 78 号、日産懇話会事務局、1996 年 11 月

「巻島英雄 オーラル・ヒストリー」（共編）『Working Paper Series』No.15、
 法政大学イノベイション・マネジメント研究センター、2006 年 3 月

「清原荘一郎 オーラル・ヒストリー」（共編）『Working Paper Series』No.31、
 法政大学イノベイション・マネジメント研究センター、2007 年 3 月

「稲田震太郎 オーラル・ヒストリー」（共編） 『Working Paper Series』No.50、 
 法政大学イノベイション・マネジメント研究センター、2008 年 3 月

「下風憲治 オーラル・ヒストリー」（共編） 『Working Paper Series』No.92、 
 法政大学イノベイション・マネジメント研究センター、2009 年 3 月

「片山豊 オーラル・ヒストリー」（共編）『Working Paper Series』No.111、
 法政大学イノベイション・マネジメント研究センター、2011 年 3 月　　

「清水榮一 オーラル・ヒストリー」（共編） 『Working Paper Series』No.120、
 法政大学イノベイション・マネジメント研究センター、2012 年 3 月

「相澤賢二 オーラル・ヒストリー」（共編）『Working Paper Series』No.138、
 法政大学イノベイション・マネジメント研究センター、2012 年 11 月　　
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「新・彼の人に学ぶ 小平浪平（前編）」 『ABC』第 190 号、朝日生命保険、2012 年 2 月　　

「新・彼の人に学ぶ 小平浪平（後編）」 『ABC』第 191 号、朝日生命保険、2012 年 3 月　　

その他の著作
｢ 藤田組の生成―藤田伝三郎の政商的活動―」 中川敬一郎・森川英正・由井常彦編

 『近代日本経営史の基礎知識』  有斐閣、1974 年 9 月

「久原房之助と久原鉱業」 中川敬一郎・森川英正・由井常彦編

 『近代日本経営史の基礎知識』  有斐閣、1974 年 9 月

「日産コンツェルンの展開」 中川敬一郎・森川英正・由井常彦編

 『近代日本経営史の基礎知識』  有斐閣、1974 年 9 月

「日窒コンツェルンの展開」 中川敬一郎・森川英正・由井常彦編

 『近代日本経営史の基礎知識』  有斐閣、1974 年 9 月

「日産の満州移駐」 中川敬一郎・森川英正・由井常彦編

 『近代日本経営史の基礎知識』  有斐閣、1974 年 9 月

「鮎川・久原の家系」 中川敬一郎・森川英正・由井常彦編

 『近代日本経営史の基礎知識』  有斐閣、1974 年 9 月

「トロール漁業の導入者・倉場富三郎」 中川敬一郎・森川英正・由井常彦編

 『近代日本経営史の基礎知識』有斐閣、1974 年 9 月

「久原房之助と鮎川義介」 小林正彬ほか編

 『日本経営史を学ぶ（2） 大正・昭和経営史』有斐閣、1976 年 8 月

「年間回顧  1989 年の日本経営史」（共著）『経営史学』第 26 巻第 1 号、経営史学会、1991 年 1 月
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